
第４学年 社会科 授業力向上案

日 時：平成 23年 12月 9日（金）14：35～15：20

授業者：永井 陽子

場 所：4年 1組教室

１ 小単元名 「伝統的な工業のさかんな地域」～こけし作りの町 蔵王町～

２ 小単元の目標 宮城県の伝統的な技術を生かした工業について調べ，昔からの技術を受け継いできた蔵王町の人々の取り組みや生活の様子につい

て，その特色やよさを考えるようにする。

３ 本時の指導

本時のねらい ・職人さんの話を聴いて，伝統を守り，受け継いできた地域の人々の生活とこれからのまちづくりを関連させて考え，分かったことを

自分の言葉で表現することができる。

目指す児童の姿（表現） ・職人さんが伝統を守り続けるために大切にしてきたことは何か，気付いたことを書いたり発表したりすることができる。

１０１の授業技術 学習活動の流れ 目指す具体的な児童の姿

1 実際にこけしの絵付けを体験したときの

様子について想起し，感想を発表する。

（5分）

2 こけし職人さんの話を聴いて，こけしが作

り続けられてきたことについて興味を持

つ。 （15分）

（学習課題）

3 こけし職人さんの大切にしてきたことに

ついて，気付いたことをノートに書く。

（10分）

4 自分がノートに書いたことを発表する。

（5分）

5 こけし職人さんや，伝統を守り受け継いで

きた地域の人々の生活についてまとめる。

（10分）

次のように，自分のノートに書いたり発表

したりしている。

職人さんのお話から，こけし作りが盛んにな

るまでには，大変な努力があったことが分か

りました。

【書かせる段階でのICT活用】

・どのような点に注意してまとめていくか，電子

黒板で共通の書き表わし方を確認する。

【TCCCで思考を深めるための指導】

・児童が発表する場面で，他の児童の意見と比較

したり付け足したりして，こけし職人さんの大

切にしてきたことに，より多く気付かせる。

【課題提示の段階での ICT活用】

・こけし作りに興味を持たせるために，こけし

職人さんの話を聴かせて，学習課題を提示す

る。

これからもこけしの伝統を守り，受け継いで

いくことが大切なのだと思います。

○○さんに付け足しで，宮城県で，こけし作

りが盛んになったのはどうしてか分かりま

した。

こけし職人さんは，伝統を守るために何を

大切にして生活してきたのでしょうか。

こけしの作り方が早く，上手にできるので驚

きました。


